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１．概要（Summary） 

本研究の目的は、プラズマを用いた表面改質による接

着性の向上である。接着性を向上させるために、表面の

親水化が重要であることが知られている。そのため、様々

な材料に対してプラズマ処理を行い、表面の親水性を確

認しているところである。 

本年度は、プラズマ処理を行うことにより PET（ポリエチ

レンテレフタラート）表面の親水性を向上させ、XPS を用

いた表面観察を通じて親水性向上メカニズムの理解を試

みた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

エックス線光電子分光分析(XPS)装置 

解析用 PC(XPS用) 

【実験方法】 

1． プラズマによる大気中における PET サンプル（15 

mm ×15 mm ×2 mm）表面の処理。 

2． XPSによるプラズマ処理面の化学結合状態変化の

観察。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1にプラズマ照射前後の PET表面のC1s XPSス

ペクトルを示す。プラズマ処理を行うことにより、289 eV付

近にピークを持つ-C=O 成分が上昇していることが、親水

性の向上につながっていると考えられる。 

現在プラズマ中の活性種を測定しており、プラズマ処

理した表面状態との関連を議論していきたい。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 

 

Fig 1. XPS C1s spectra of PET sample before and 
after plasma treatment. 


